
【参考】証券会社向け確認チェックリスト(FIX編)
　テストを⾏うにあたっての参考として本ドキュメントをご利⽤ください。

Ø本ドキュメントはCONNEQTORをご利⽤いただく前に確認いただきたい内容をまとめたものです。
Ø本ドキュメントによる確認は申請にあたっての必須事項ではございません。

メニュー アウトライン チェック内容 マニュアルの参照⾴
FIX接続仕様書

の参照先
チェック

FIXセション開始 FIXセションの確⽴
・CONNEQTORからのTCPコネクション接続を受け付けて、Logonメッセージを交換す
ることによりFIXセションを確⽴することができる。

-
接続編
6.1.2 確⽴／解放

□

ハートビート
・取引がない場合でも、HeartBeatメッセージを送受信してCONNEQTORとの間で
FIXセションを維持することができる。

-
接続編
6.1.3 ハートビート

□

FIXセションの再確⽴
・⼀⽇の運⽤の途中でFIXセションが解放した場合、再度CONNEQTORからの要求
を受けて、FIXセションを確⽴することができる。

-
接続編
6.1.2 確⽴／解放

□

・貴社システムでメッセージの抜けを検知した際に、ResendRequestメッセージで再送
を要求して、CONNEQTORから再送メッセージを受信することができる。

□

・CONNEQTORから再送を要求された際に、再送メッセージを応答することができる。 □

FIX電⽂の受信
・投資家とマーケットメイカーで取引条件が合致すると、CONNEQTORから該当注⽂に
係る注⽂⼊⼒電⽂を受信することができる。

P.29
接続編
6.2.1 業務系メッセー
ジ

□

ToSTNeTへの発注
・CONNEQTORから受信した注⽂⼊⼒電⽂を元にToSTNeTに相⼿⽅注⽂⼊⼒電
⽂を送信できる。

P.30
接続編
6.2.1 業務系メッセー
ジ

□

・注⽂を受け付けたことを注⽂受付通知電⽂でCONNEQTORに通知することができ
る。

□

・ToSTNeTで取引が約定した際に注⽂約定通知電⽂でCONNEQTORに通知する
ことができる。

□

・ToSTNeTで取引が業務エラーとなった際に注⽂承認拒否・注⽂エラー通知電⽂で
CONNEQTORに通知することができる。

□

・ToSTNeTで取引が失効となった際に注⽂失効通知電⽂でCONNEQTORに通知
することができる。

□

・注⽂の承認を拒否する場合、注⽂承認拒否・注⽂エラー通知電⽂で
CONNEQTORに通知することができる。

□

・ToSTNeTへの発注後に取引を中⽌する場合、注⽂承認拒否・注⽂エラー通知電
⽂でCONNEQTORに通知することができる。

□

取消注⽂の受信
・相⼿⽅の取引参加者が注⽂の承認を拒否した際に、取消注⽂⼊⼒電⽂を受信す
ることができる。

-
接続編
6.2.1 業務系メッセー
ジ

□

FIXセション終了 FIXセションの解放
・CONNEQTORからの要求を受けて、Logoutメッセージを交換することによりFIXセショ
ンを解放することができる。

-
接続編
6.1.2 確⽴／解放

□

ログイン ログイン ・CONNEQTORにログインできる。 P.4~6 - □

設定 リスク管理の設定
・発注不可銘柄を登録することができる。
・１RFQの最⼤⾦額を登録することができる。
・投資家のRFQ送信可能時間を登録することができる。

P.32~38 - □

ログアウト ログアウト ・CONNEQTORからログアウトできる。 P.27 - □

接続編
6.2.1 業務系メッセー
ジ

P.30

接続編
6.1.4 GapFill

FIXセションの維持

FIX電⽂の送受信

対応結果の通知

GapFill -


